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・この度は、弊社製品をお買い上げ頂きまして有り難うございます。使用の際には下記事項を遵守頂きますようお願い致します。
・取り付け前には、必ずキット内容をお確かめ下さい。万一お気付きの点がございましたら、お買い上げ頂いた販売店にご相談下さい。

☆ご使用前に必ずお読み下さい☆
◎取扱説明書に書かれている指示を無視した使用により事故や損害が発生した場合、弊社は賠償の責を一切負いかねます。
◎当製品を取り付け使用し、当製品以外の部品に不具合が発生しても当製品以外の部品の保証は、どの様な事柄でも一切負いかねます。
◎当製品を加工等された場合や取り付けられた場合は、保証の対象にはなりません。
◎他社製品との組み合わせのお問い合わせはご遠慮下さい。
◎分解、取り付け作業はホンダサービスマニュアルモンキー用を必ず参照し確実に行って下さい。

◎当製品は１０インチホイール専用です。
◎当製品を取り付ける際には、１０インチアルミホイールチューブタイプ（０６―０９―０３３／０５４）のホイールが必要となります。
◎フロントキャリパーは当社製を使用して下さい。
◎当製品は鋳物ホイールハブからダイカストホイールハブに変換する為のキットです。

◎性能アップ、デザイン変更、コストアップ等で製品および価格は予告無く変更されます。予めご了承下さい。
◎クレームについては、材料および加工に欠陥があると認められた製品に対してのみ、お買い上げ後１ヶ月以内を限度として、修理又は交換させて
　頂きます。但し、正しい取り付けや、使用方法など守られていない場合は、この限りではありません。修理又は交換等にかかる一切の費用は対象

　となりません。
◎この取扱説明書は、当製品を破棄されるまで保管下さいます様お願い致します。

◎イラスト、写真などの記載内容が本パーツと異なる場合がありますので、予めご了承下さい。

 ・作業を行う際は、平坦で足場のしっかりした所を選び車輌を安定させた状態で行って下さい。
 ・規定トルクは、必ずトルクレンチを使用し、確実に行って下さい。（ネジ部の破損及び脱落の原因となります。）
 ・作業を行う際は、その作業に適した工具を用意して下さい。
 ・フォークトップボルトを取り外す際にフォークスプリングによりトップボルトが飛び出す危険性がありますので、十分注意して下さい。

 ・製品及びフレームにはエッジや突起がある場合があります。作業時は手を保護して作業を行って下さい。（ケガの原因になります）
 ・ブレーキフルードはなるべく皮膚に触れないようにし、作業後は十分手洗いを行って下さい。（手荒れの原因になります）
 ・ブレーキフルードは塗装面、樹脂部品、ゴム製品類等に付着すると劣化及び損傷させるので作業は十分注意して行って下さい。付着した場
　 合は速やかに水洗いをして下さい。（部品の損傷、劣化の原因となります。）

　注意 この表示を無視した取扱をすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容及び物的損害が想定される内容を示しています。

 ・技術、知識などが無い方は作業を行わないで下さい。（部品破損などの原因により、転倒、事故につながる恐れがあります。）

 ・走行前には、必ず各部の取り付け状態を点検し、緩み等が無いかを確認して下さい。又、走行中異常が発生した場合は、直ちに車両を安全
　 な場所に停車させ異常個所の点検を行って下さい。（そのまま走行すると事故につながる恐れがります。）
 ・走行前は必ず各部を点検し、ボルト、ナットの緩みやオイル漏れが無いかを確認して下さい。又、走行中に異常が発生したと思われる場合
　 は直ちに車輌を安全な場所に停車させ、異常個所の点検を行って下さい。異常が認められた場合は、絶対にそのまま走行しないで下さい。
 ・ブレーキフルードは指定のブレーキ液を使用して下さい。銘柄の異なるブレーキ液を混用しないで下さい。
　 （トラブルの原因、化学変化の恐れがあります。）
 ・ブレーキディスクローター及びブレーキパッドに油脂類を付着させないで下さい。付着した場合はブレーキパッドは交換しブレーキディス
　 クローターは脱脂して下さい。（事故につながる恐れがあります）

 ・ブレーキの取り付け作業については熟練したメカニックに依頼し、専用の設備、工具のある工場などで行って下さい。
　 （事故につながる恐れがあります）

　警告 この表示を無視した取扱をすると、人が死亡したり重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

φ２７ フロントフォーク用ディスクハブキット 取扱説明書
（１０インチ用）

商品番号

適応車種

フレーム番号

：０６－０８―００２１
：０６－０８―１４３１

：Ｍｏｎｋｅｙ
：Ｚ５０Ｊ―１３０００１７～

：ＡＢ２７―１０００００１～

（フローティングディスクローター）
（スタンダードディスクローター）
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４．ディスクローターをディスクボ
　　ルトで取り付けます。

１０．リアメンテナンススタンド
　　　と台から車輌を下ろします。

１１．アクスルナットを締め付け
　　　ます。

１２．ブレーキのエア抜きを行いま
　　　す。
　　※ブレーキのエア抜き要領は、
　　　別紙を参照して下さい。

～取　り　付　け　要　領～

～商　品　内　容～

１．現在取り付けているフロント
　　ホイールハブの取説に従い
　　フロントホイールハブを取り
　　外します。
２．フロントホイールハブにディ
　　スクローターを取り付け、　　
　　ディスクボルトにネジロック
　　剤を塗布してボルトを指定ト
　　ルクで締め付けます。

３．ホイールハブＡＳＳＹ．をホ　

　　イールに取り付け、ソケット
　　キャップスクリュー（８×
　　２０）で仮締めします。
　※ノーマルオフセットホイール
　　（０６―０９―０３３／０５　
　　４）を使用する場合。
　　付属のスペーサーをホイール
　　ハブＡＳＳＹ．とホイールの間
　　に挟みます。

　　エアバルブの向きはメーター
　　ケーブル側。

７．キャリパーブラケットの凹みを
　　フロントフォークの凸部に合わ
　　せ、付属のアクスルシャフトを
　　進行方向に向かって右側から
　　フロントフォーク、キャリパー
　　ブラケット、フロントホイール
　　ＡＳＳＹ．、メーターギア、カ　
　　ラー、フロントフォークの順に

　　なるように右側から通し、仮締
　　めします。

８．フロントフェンダーの高さを調
　　節し、ブラケットのボルトを締
　　め付けます。

９．ホイールとハブを固定する
　　フランジキャップスクリュー
　　を締め付けます。

６．キャリパーをソケットキャップ
　　スクリュー（８×１２）でキャリ
　　パーブラケットに取り付け、締
　　め付けます。

※リペアパーツは必ずリペア品番にてご発注下さい。品番発注でない場合、受注出来
　ない場合もあります。予めご了承下さい。

　尚、単品出荷出来ない部品もありますので、その場合はセット品番にてご注文下さ
　います様お願い致します。
※部品番号２Ａは０６―０８―１４３１、２Ｂは０６―０８―００２１用です。

２Ａ、Ｂ
１ ４３

５

６

７

８

０６―０９―１３０６

番号 部　品　名 個数 リペア品番 　数
１ フロントホイールハブＣＯＭＰ. １ ４４６０４―１８１―Ｔ００―Ｃ １

１―Ａ ボールベアリング　６２０１ＬＬＢ （２）００―００―００７７ １
１―Ｂ ディスタンスカラー （１）４４６２１―１８１―Ｔ００ １
２Ａ ディスクローター（スタンダード） １ ４５２３０―１８１―Ｔ５０ １
２Ｂ ディスクローター（フローティング） １ ４５２２０―ＡＢ７―Ｔ００ １
３ ディスクボルト ３ ９０１０５―１６５―Ｔ００ １
４ カラー　７.５ｍｍ １ ４４３１０―１８１―Ｔ００ １
５ ホイールスペーサー　１ｍｍ １
６ フロントキャリパーブラケット １ ４５２１０―１８１―Ｔ００ １
７ ソケットキャップスクリュー　８×１２ ２ ００―００―００４７ ４
８ フランジソケットキャップスクリュー　８×２０ ４ ００―００―０２３８ ４

入

注意：必ず規定トルクを守る事。
トルク：２５Ｎ･ ｍ

　　　　（２．５ｋｇｆ･ ｍ）

ホイール

フロントホイール
 　ハブＡＳＳＹ．

スペーサー

５．キャリパーをディスクローター

　　にセットします。

注意：必ず規定トルクを守る事。
トルク：２５Ｎ･ ｍ
　　　　　（２．５ｋｇｆ･ ｍ）

注意：必ず規定トルクを守る事。

トルク：２５Ｎ･ ｍ
　　　　　（２．５ｋｇｆ･ ｍ）

　※ボルトのねじ部分にネジロック
　　剤を塗布して下さい。　　

注意：必ず規定トルクを守る事。

トルク：５Ｎ･ ｍ
　　　　　（０．５ｋｇｆ･ ｍ）

注意：必ず規定トルクを守る事。
トルク：２５Ｎ･ ｍ
　　　　（２．５ｋｇｆ･ ｍ）

注意：必ず規定トルクを守る事。

トルク：６２Ｎ･ ｍ
　　　　（６．３ｋｇｆ･ ｍ）



CO
PY

-3- Mar./12/’14

フロントフォークオイルの交換要領
１．フォークトップボルトを緩めます。　
２．フロントのアクスルナットを緩め、ナットのみを取り外します。
３．リアメンテナンススタンドとエンジン下部に適当な台を置き、車両を安定させた状態で作業を行います。
　※フロントフォークがちょうど伸び切る程度の高さにすると作業がしやすくなります。
４．アクスルシャフトを抜き取り、フロントホイルを外します。
５．トップブリッジ、ステムの割り締めボルトを緩めフォークを取り外します。
６．トップボルトを飛び出さないよう注意して外します。オイルパンなどを用意し、フォークを逆さにしてスプリングを抜き取ります。
７．インナーチューブを伸縮させフォークオイルを抜き取ります。

　　（数分間インナーチューブを下側にし放置して下さい。）
８．フロントフォークを立て、フォークオイルを注入します。
　　フォークオイル　　：２０番
　　フォークオイル量　：７１ｃｃ（一本）
９．フォークスプリングに付着したオイルを拭き取り、ピッチの狭い方を底に向けスプリングを入れます。トップボルトを取付け、仮締めします。
１０．フロントフォークをステム、トップブリッジに取り付け、割り締めボルトを仮締めします。
１１．トップボルトを指定トルクで締め付けます。

〒５８４－００６９ 大阪府富田林市錦織東三丁目５番１６号

ＴＥＬ　　　　　　　　　　０７２１―２５―１３５７

ＦＡＸ　　　　　　　　　　０７２１－２４－５０５９
お問い合わせ専用ダイヤル　０７２１―２５―８８５７

ＵＲＬ　　　　　　　　　 http://www.takegawa.co.jp

　注意：必ず規定トルクを守る事。
　トルク：２０～２４Ｎ･ ｍ（２．０～２．５ｋｇｆ･ ｍ）

　注意：必ず規定トルクを守る事。
　ステアリングステム　２６Ｎ･ ｍ（２．７ｋｇｆ･ ｍ）
　トップブリッジ　　 １２Ｎ･ ｍ（１．２ｋｇｆ･ ｍ）

１３．フロントホイールを、外したときと逆の手順で取り付けます。

１２．ステアリングステム、トップブリッジの割り締めボルトを指定トルクで締め付けます。

　注意：必ず規定トルクを守る事。
　アクスルナット　６２Ｎ･ ｍ（６．３ｋｇｆ･ ｍ）　
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ブレーキのエア抜き要領

○ブレーキ液補給時にゴミや水を混入させない事。
○銘柄の異なるブレーキ液を混用しない事。
○抜き取ったブレーキ液は再使用しない事。
○シーリングワッシャは再使用しない事。
○ブレーキ液は塗装、プラスチック、ゴム面を傷めるので部品類に付着

  させない事。
○ブレーキホースを外すなど油圧系統に空気が混入した場合は、油圧系
  統のエア抜きをする事。
○規定トルクは必ず守る事。
○ブレーキ液は必ず指定のブレーキ液を使用する事。

注意
○ブレーキディスクローター及びブレーキパッドに油脂類を付着させない
  事。万一、付着した場合はパッドは交換し､ディスクローターは脱脂する事。
○損傷部品が見つかればその部品は必ず新品と交換する事。

警告

○マスターシリンダーＡＳＳＹ．の
　２本のフラットパンスクリューを
　外しマスターシリンダーキャッ　
　プ、ダイヤフラムを外します。

○キャリパーのブリーダーバルブに
　透明なブリーダーホースをつなぎ
　ホースの反対側に適当なカップな
　どで受ける様にします。

○マスターシリンダーのオイルカッ

　プ部にブレーキ液を上限線まで補
　給します。

注意：ゴミや水を混入させない事。

注意：銘柄の異なるブレーキ液を

　　　　混用しない事。
　　ブレーキオイル　ＤＯＴ４．

○ブレーキレバーを握った状態にした
　ままにしてキャリパーのブリーダー
　バルブを締め付けます。
○ブレーキレバーをゆっくり戻し、完
　全に戻ったらそのまま数秒間放置し
　ます。

①ブレーキレバーを握ったまま、キャ
　リパーのブリーダーバルブを１／２
　回転緩めた後、再び締め付けます。

○ブリーダーバルブを１／２回転緩
　め、ブレーキレバーを握る、放す
　を繰り返し、ブリーダーバルブか
　らブレーキ液が充分出てくるまで
　この操作を繰り返します。
☆オイルカップのブレーキ液量に注
　意し新しいブレーキ液を補充しな
　がら作業を行って下さい。

○エアーの混入がなければブリー
　ダーバルブを規定トルクで締め付
　けます。

注意：必ず規定トルクを守る事。

　Ｔ＝６Ｎ・ｍ（０．６ｋｇｆ・ｍ）

○オイルカップの上限線までブレーキ
　液を補充し、ダイヤフラム、マス
　ターシリンダーキャップをフラット
　パンスクリューを用いて取り付けま
　す。

注意：ゴミや水を混入させない事。

注意：銘柄の異なるブレーキ液を

　　　　　混用しない事。

　　ブレーキオイル　ＤＯＴ４．

②ブレーキレバーをゆっくり戻し、完全に戻ったらそのまま数秒間放置します。

○ブリーダーバルブから気泡が出なくなるまで①、②の操作を繰り返しま　

　す。
☆時々、ブレーキ液量を確認し、下限線付近まで減少していれば補給します。

ブレーキレバー


